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質
問
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三
二
）

答

弁

第

三

二

号 

    

衆
議
院
議
員
天
野
公
義
君
提
出
利
根
川
の
治
水
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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三 

 
 

な
お
、
昭
和
二
十
八
年
度
に
お
い
て
も
急
激
な
る
経
費
の
増
額
は
困
難
で
あ
る
が
、
工
事
費
の
経
済
的
な
江
戸
川
に
重
点

を
置
き
施
工
中
で
あ
る
。
旧
計
画
で
は
関
宿
に
お
け
る
分
水
量
は
二
千
五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
つ
た
も
の
を
三
千
五
百
立 

利
根
川
治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
政
府
も
最
も
意
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
明
治
三
十
三
年
以
来
改
修
工
事
あ

る
い
は
増
補
工
事
を
施
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
二
年
九
月
の
カ
ス
リ
ン
台
風
に
よ
り
増
補
工
事
未
着
手
の
東

村
地
区
先
の
堤
防
が
欠
壊
し
大
な
る
被
害
を
こ
う
む
つ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
つ
て
そ
の
容
積
量
を
対
照
と
し
種
々
検
討

し
改
訂
計
画
を
樹
立
し
て
昭
和
二
十
四
年
度
よ
り
目
下
極
力
実
施
中
で
あ
る
。
し
か
し
利
根
川
の
改
修
に
要
す
る
費
用
は
、

河
道
改
修
の
み
で
も
今
後
な
お
六
百
余
億
円
の
多
額
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
直
轄
河
川
改
修
工
事
は
、
全
国
で
七
十
六
河

川
を
施
行
中
で
あ
つ
て
、
現
在
の
国
家
財
政
よ
り
し
て
、
制
約
さ
れ
た
公
共
事
業
費
の
大
半
を
利
根
川
改
修
に
の
み
支
出
す

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
で
き
得
る
限
り
の
経
費
を
計
上
し
、
昭
和
二
十
七
年
度
で
は
十
二
億
八
千
万
円
を
も
つ
て

工
事
の
進
ち
よ
く
に
努
め
て
い
る
次
第
で
あ
る
。 

、
、

衆
議
院
議
員
天
野
公
義
君
提
出
利
根
川
の
治
水
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

、 



方
メ
ー
ト
ル
に
増
加
せ
し
め
る
計
画
の
も
と
に
、
昭
和
二
十
五
年
度
よ
り
見
返
資
金
支
出
の
三
箇
年
工
事
と
し
て
着
手
し
た

が
、
見
返
資
金
の
河
川
事
業
費
打
切
り
に
よ
り
、
そ
の
後
改
修
費
を
重
点
的
に
支
出
し
て
昭
和
二
十
九
年
度
ま
で
に
そ
の
目

的
を
達
成
せ
し
め
る
た
め
、
利
根
川
改
修
工
事
中
優
先
的
に
計
上
し
、
昭
和
二
十
七
年
度
に
お
い
て
は
五
億
二
千
三
百
万
円

を
支
出
し
、
昭
和
二
十
八
年
度
に
お
い
て
は
七
億
二
千
三
百
万
円
を
支
出
す
る
予
定
に
な
つ
て
い
る
。 

今
後
共
治
水
費
の
増
額
を
計
る
と
と
も
に
、
利
根
川
改
修
工
事
の
促
進
を
計
り
利
根
川
の
水
害
を
未
然
に
防
止
い
た
し
た

い
と
考
え
て
居
る
次
第
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




